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女性船員に関係する法律の変遷

労働基準法公布

・ 男女同一賃金
・ 女子保護規制S22

男女雇用機会均等法成立

・ 募集等人事上、男女均等に
取り扱う等の努力義務S60

育児休業法公布

H3

男女雇用機会均等法改正

・ 女性差別の禁止
・ 努力義務を強制規定へ
・ セクハラ防止措置義務化

H9

労働基準法改正

・ 母性保護以外の業務規制
（時間外労働を含む）を解除

労働基準法改正

・ 女性の時間外労働等の規制の解消

男女雇用機会均等法改正

・ 男女双方に対する差別の禁止
・ 差別規定の強化、間接差別の禁止H18

労働基準法改正

・ 女性の坑内労働規制の緩和S60 H9 H18

育児・介護休業法に改正

H7

船員法公布

・ 男女同一賃金（労基法準用）
・ 女子保護規制（夜間労働禁止、危険作業等の制限など）S22

船員法改正

S60

・ 不利益取扱いの禁止
・ 時間外労働の制限 [船員は適用除外]

育児・介護休業法に改正

H13・ 介護休業制度創設・ 育児休業制度創設

女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約（女子差別撤廃条約）批准

S60

・ 母性保護以外の業務規制を解除

参考：一般労働者

男女共同参画社会基本法

・ 男女共同参画基本計画の策定
・ 都道府県男女共同参画計画の策定
・ 男女共同参画会議の設置

H11

女性活躍推進法

・ 基本方針の策定
・ 事業主行動計画の策定
・ 10年の時限立法

H27
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海運業における女性船員数の推移

出典：海事局調べ。（H17までは船員統計による。）
注：棒グラフは女性船員数（平成18年以降は、国内に所在する船舶所有者に雇用される船員に限る。）を示しており、外国人を含んでいる。
折れ線グラフは、外航旅客、外航貨物、内航旅客、内航貨物の日本人船員数を合計した数であり、男女の合計数である。

（人：日本人船員数）（人：女性船員数）
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船員として就業しようとする女性の現状等

船員就職

69%

陸上就職

26%

未就職

5%

女性の船員教育機関卒業生の就職状況

過去5年の就職希望者数193名の内訳

船員就職

91%

陸上就職

8%

未就職

1%

男性の船員教育機関卒業生の就職状況

過去5年の就職希望者数2,645名の内訳

出典：海事局調べ。

注： 船員教育機関卒業生とは、商船系大学、商船高専、海上技術学校、海上技術短期大学校、海技大学校（海上技術コースの卒業生
のみ）である。
過去５年の就職希望者とは、平成２３年度～平成２７年度の卒業生のうちの就職希望者を対象としている。

4



女性の海技免状有効者の年齢構成
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60歳未満の海技免状保有者の年齢構成

女性 参考：男性

出典：海事局調べ。（2017年3月31日現在）
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女性船員の海技免状の状況

出典：海事局調べ。平成28年3月31日現在
注：①「保有者数」は、有効期間が切れているものを含む
②「有効」は、海技免状が有効期間内のみ
③「失効中」は、①－②により算出

有効：1,739人

18%

失効中：8,056人

82%

女性船員の海技免状の失効割合

有効：

76,926人
20%

失効中：

306,785人
80%

男性船員の海技免状の失効割合
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女性船員の労働基準等

労働基準
船員

（船員労働安全衛生規則）

一般労働者

（女性労働基準規則）

重量物業務
1人につき３０キログラム以上の重量が
負荷される運搬又は持ち上げる作業

以下の重量物を取り扱う業務
・断続作業の場合：３０キログラム
・継続作業の場合：２０キログラム

有害物業務

・人体に有害な気体を検知する作業

・腐しょく性物質、毒物又は有害性物質
を収容した船倉又はタンク内の清掃作
業

・有害性の塗料又は溶剤を使用する塗
装又は塗装剥離の作業

鉛、水銀、クロム、砒素、黄リン、弗素、
塩素、シアン化水素、アニリンその他こ
れらに準ずる有害物のガス、上記又は
粉じんを発散する場所における業務

妊産婦

妊婦：原則、船内就業禁止。（医師が認
めた場合も母性保護の業務規制
有り）

産婦：母性保護の業務規制のうち、高
所作業は就業可能

妊婦：母性保護の業務規制有り。

産婦：母性保護の項目のうち、ボイラー
業務、揚貨装置の運転や高所作
業等は就業可能

女性を就業させてはならない業務の範囲
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